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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，板硝子協会（FGMAJ）

及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきとの申出

があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS R 3106:1998 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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板ガラスの透過率・反射率・放射率の試験方法及び

建築用板ガラスの日射熱取得率の算定方法 

Testing method for transmittance, reflectance and emissivity of flat glass and 

calculation of total solar energy transmittance of glazing 

 

序文 

この規格は，2003 年に第 2 版として発行された ISO 9050 を基とし，技術的内容を変更して作成した日

本工業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

変更の一覧表にその説明を付けて，附属書 JC に示す。また，技術上重要な改正に関する旧規格との対照

表を附属書 JD に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，板ガラス 1)の可視光に対する透過率・反射率及び日射に対する透過率・反射率・吸収率，

並びに板ガラス表面の常温熱放射の放射率を分光測光器を用いて求める試験方法について規定する。さら

に，これらの板ガラスを建築物の外皮に使用したときの日射熱取得率の算定方法について規定する。これ

らの特性値は，室内の照明，暖冷房及び換気の計算の与条件として使われ，種々の板ガラスの比較が可能

となる。 

この規格は，1 枚，2 枚及び 3 枚から成る板ガラスのための適切な計算式を規定し，更にそれ以上の枚数

から成る板ガラスにも適用できる。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 9050:2003，Glass in building－Determination of light transmittance, solar direct transmittance, 

total solar energy transmittance, ultraviolet transmittance and related glazing factors（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”

ことを示す。 

注 1) 板ガラスは，次のものをいう。ただし，型板ガラスなど拡散透過性のガラスは除く。 

a) 主としてソーダ石灰ガラスを材料とし連続成形工程によって製造された板ガラス。 

b) a)の表面に波長選択反射の光学薄膜を加工したもの。例えば，熱線反射ガラスなど日射の

波長域の反射ガラス，及び低放射ガラスなど常温熱放射の波長域の反射ガラス（Low-E ガ

ラス）をいう。 

c) a)又は b)を飛散防止，高強度化などの目的で加工したもの。例えば，合わせガラス，強化

ガラス，倍強度ガラス及び耐熱強化ガラスをいう。 

d) a)～c)のガラス板を材料とする複層ガラス及び真空ガラス。ただし，中空層に格子部材な

どの内在物をもつものを除く。 


